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デマンド警報発生時対応手順 

令和 4年 7月 1日作成 

 

基本的な考え方として、機器の停止は最小限に留め、水処理に影響を及ぼさない様に考慮

する。また、機器停止による電力量の低下は、即座に CRT に現れない事もあるため注意す

る。(平均負荷電力算出時間設定 5 分) 

デマンド警報発生時、以下の手順で対応する。 

ただし、その時々の運転状況が違うため、状況によってはこの限りではありません。中央

監視者の判断で適切な電力量管理をお願いします。 

≪例≫消化ガス発電機のシステム故障などにより発電機が全台停止し、併せて大雨による

影響で、汚水ポンプを 2台運転するような場合、デマンドが大幅に超過する事が考えられ

る。そのような状況では、早急に電力を削減する必要があるため、この順序よりも加圧浮

上設備や遠心汚泥脱水機を停止させた方が良い場合もあり得ます。 

内容 対応 

デマンド高負荷警報発生 

※高負荷警報が復帰しない場

合、下に続く 

1 本館空調設備停止(可能な範囲で) 

参考設備容量 中央エアコン 約 10kW 

2F 事務室 1 ) 12kW 

デマンド超過警報発生 2 初沈脱臭ファン停止(現場盤) 約 22kW 

 3 エアタン水中エアレーター停止 

(停止号機は各系列 1-1.2-1.3-1・・ 6-1) 計約 24kW 

(中央 CRT) 

 4 加圧浮上設備停止(中央 CRT) 2 台で約 50k W 

※電力量を見ながら必要最低限で停止させる 

 5 遠心汚泥脱水機停止(中央 CRT)1 台で約 50kW 

※緊急を要す場合は現場非常停止 

(※注)沈砂、しさ設備の運転時間の変更や削除によってデマンドを下げられる場合は、水

処理に影響がない範囲で対応してください。 

【非常時の対応】 豪雨などによって非常排水ポンプを運転する必要がある場合 (非常排

水ポンプ運転は役所の指示が必要)、デマンドオーバーの危険が十分考えられます。その場

合、汚泥処理設備(加圧浮上設備、汚泥脱水機)を優先して停止させてできる限り使用電力

を低下させてください。それでもデマンドオーバーとなる場合は、回避する方法として役

所または現場責任者の指示のもと、自家発電機の実負荷運転に切り替える方法も検討しま

す。 

 

解説 

デマンド値： デマンド時限（需要時限）、すなわち 30 分間という区切られた時間（時限）

での平均電力。「デマンド値」が基準となり、契約電力が決定される。  
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